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研究成果の概要： 保育者が問題と考えている自分自身の“対人的不安”傾向と保育者としての

熟達とに関連性がみられた。また、短期大学在学中の「保育者としての自己評価」の変化過程

を検討したところ、授業や実習によって自己評価が高まるだけでなく、一時的に低下が見られ

ることもあり、その低下は不安傾向の高い者に、より見られる傾向があった。一方、授業の成

績の芳しくない学生には、自分自身を過大評価する傾向がみられた。さらに、歌唱指導やスト

ーリーテリング指導時の顔面眉間部の皮膚温を赤外線サーモグラフィで測定した結果、不安感

や自律神経系の反応性と皮膚温の変化とに関連がみられた。 
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１．研究開始当初の背景 
 各大学における教育内容の効果検討は大学
評価における重要な課題と考えられる。現在、
その効果測定は、主として学生による授業評
価、就職実績、卒業生、就職先からの評価等
がその効果検討の主要な指標となっている。
しかしながら、各大学、学部、学科により、
その教育目的、教育課程は異なり、画一的な
評価指標を用いての評価には限界があると
思われる。 

 特に、保育者・教員養成をその教育目的と
する場合、単に知識、技術の教授だけでなく、
子どもや養育者の成長に寄り添い、理解し、
適切な援助のできる保育者・教員の養成がど
れだけ達成されたかについても留意する必
要があろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第１の目的は、保育士ならびに幼
稚園教諭の養成課程を持つ短期大学におけ
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る入学者選抜、在学中の養成、さらに専門職
に就いてからの卒業後教育までを見通した
保育者育成モデル構築のための評価尺度を
作成するために、卒業生と在学生とを対象と
した追跡調査を実施、検討することである。
第２の目的は、従来の質問紙調査による主観
的報告に基づく効果検討に加え、赤外線サー
モグラフィによる顔面皮膚温度の変化指標
を情動反応にみられる効果測定に用いる可
能性について検討することにある。 
 
３．研究の方法 
 研究は、(1)保育所、幼稚園に就職し経験を
もつ卒業生を対象とした調査、(2)在学生を対
象とした入学より、卒業までの追跡調査、(3)
サーモグラフィを用いた歌唱、ストーリーテ
リング指導時における顔面皮膚温度の変化
測定の大きく 3 部に分けられる。 
 
(1) 卒業生調査 
保育経験のある卒業生425名の自由記述を

もとに、日頃、保育者として問題と感じてい
ることに関連する315項目の質問紙を作成し
た。これに保育におけるストレス、満足感を
問う質問項目を加えて、再度、卒業後 1～15
年の卒業生に対して、困ったり、悩んだり、
考えたりした程度について 6段階で回答を求
めた。この調査結果をもとに、保育者が実際
に保育現場で感じている問題を分類し、保育
経験によってそれがどのように変化してい
るのか検討するとともに、仕事に対するスト
レス、満足感との関係について検討した。 

 
(2) 在学生追跡調査 
① 保育者としての自己評価 

2007 年 4 月入学者を対象として、「保育士
のための自己評価チェックリスト」冊子（民

る を中心として、尺度化を試み、在学中
の変化、授業、実習の効果を検討した。なお、
調査校では、施設での実習が 1 年生 3 月（第
３回と第４回調査の間）に、幼稚園、保育所
での実習が 2 年生 5～6 月（第４回と第５回
調査の間）に行われた。 
② 不安傾向と自己評価 

2 年生 5 月から 6 月に行われる幼稚園、保
育所実習は各々約３週間実施されるが、この
2 回の実習間には通常の授業が行われる。こ
の時期に、不安傾向を測定する検査（STAI）
を行った。この調査結果をもとに、不安傾向
の異なるグループ間の

秋ほか, 2004; 200 項目）を用いて、1 年次 2007
年 4 月（第１回）、10 月（第２回）
1 月（第３回）、2 年次 2008 年 4 月(
7 月（第５回）、2009 年 1 月（第６
6 回、6 段階法による自己評価を求
の評価をもとに、保育の方法・内容に
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日頃問題と感じている内容につ
析法を用いて、その分類を試み
の 5 つの問題に分けられること
また、第 1 番目の“保育”に関

は、さらに 4 つに分類することがで
た。 

する問題（21 項目） 
援助”（7 項目） 

出来ないこと」等 

「話を聞

4

、2008 年
第４回)、
回）の計
めた。こ

関連す

４．研究成果 
(1) 卒業生調査
 保育者が
いて、因子分
たところ、次
がわかった。

自
いを検討した。 

③ 授業成績評価と自己評価 
授業の成績評価データを分類するととも

に、学生の自己評価との関連を検討した。 
 

(3) サーモグラフィによる測定 
① 歌唱指導 

予備的調査として、暑耐性値が標準
（暑がりな）者と標準的な者、高い者各 1

名について、歌唱指導時における顔面皮膚温

楽の科目担当者によって、発声練
校歌練習、新

間行われた。 
② ストーリーテリング発表 
「保育内容（言葉）」の授業の一環として

なされる、物語を覚えてグループ（同級生 5
～6 名）の前で語る“ストーリーテリング発
表”時における 52 名の顔面皮膚温度変化を
測定し、寒暑耐性
の高さ、「発表とその準備を楽
く出来たと思うか」について、相互の関連

を検討した。 
下の写真は、調査に使用した教室と椅子の

配置およびサーモグラフィの画像例である。 

する問題
き
①“保育”に関

1)“子どもへの
「子どもの成長に見合った援助をするこ
と」「子ども一人ひとりの個性をのばして
いくこと」等 

2)“企画・指導力”（7 項目） 
「想像力が乏しいこと」「行事の指導がう
まく

3)“クラス運営”(4 項目) 
「クラスに落ち着きがないこと」
かない子への対応」等 
)“対人的不安”（3 項目） 
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自

話し方が下手
保育を見られること」等 

“園長”に関する問題（7 項目） 
園長の考え方の固さ」「園

り回されること」等 
“上司・先輩”に関する問題（7 項目） 

司・先輩が厳しくミスが許さ
等 

「時間外勤務が多いこと」「研修、
多いこと」等 

「保護者が集団生活と家庭生活の違いを
理解していないこと」「家庭に問題のある
子への対応」等 
 
この結果をもとにして、「保育職問題評
度」（齊木・中川, 2008）を作成して、各尺
の平均得点を算

によって問題の認識に差のある尺度得
いて図示したものである。“対人的不安”
、経験７，８年目以降低くなっており、保
者としての熟達ある

。 

 問題認識とストレス反応、充実感、満足感
との関連を検討した結果、保育者としての指
導能力、性格を自ら評価する時に「自分は劣
っている」との思いを持つことは自我に脅威
を与えることとなり、ストレス反応を引き起
こす原因となるようである。そこに、芳しく

ようである。 
一方、 の持つ問題に、前向

に高い充実感、満足感が
を示唆する結果が得られ

果では、「よかったと思
と思う」と答えたもの
の群で 80.0％、３，４

６年目群で 94.4％、７，
、９年目以上の群では
に対する高い満足感を

ことが確認された。 

己評価 
2 年生 7 月における評価
の方法・内容に関連する

きに対処していく時
得られているこ

。 
「この職業を選んでよかったと思います

か」に対する回答結
う」「非常によかった
の比率が、２年目ま
年目群で 84.3％、５
８年目群で 96.9％
97.7％であり、保育
回答者が持っている

 
(2) 在学生追跡調査
① 保育者としての
実習を終えた後の

得点を用いて、保育
分類ごとに尺度化を試みた。この結果、保育
内容５領域（健康、人間関係、環境、言葉、
表現、言葉）については各 1 尺度、養護、乳
児保育、障害児保育については各 2 尺度、長
時間保育、子どもの人権各 1 尺度の計 13 尺
度が得られた。全尺度得点で有意な継時的増
加が認められ、自己評価が在学中に上昇して
いることが確認された(図２、評価基準 ０：
全く出来ない、1：ほとんど出来ない、2：あ
まり出来ない、3：やや出来る、4：かなり出
来る、5：いつも出来る)。しかし一方で、関
連する授業を受講することや実際に施設、保
育所、幼稚園での実習を体験することによっ
て、自己評価が高まるだけではなく、これら
の経験が今までの自分自身の理解を省みる
契機となり、一時的に自己評価が低下する場

図２　「保育内容」についての自己評価
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合

という特異な経過をとっており、不

得」得点の高い者の方が、低・中得点者より

もある可能性が示唆された。 
② 不安傾向と自己評価 

調査時に感じている不安傾向の高さの異
なる３グループについて、自己評価（保育内
容 5 尺度の平均）の入学時より卒業までの変
化を検討したところ、不安感の低いグループ
と平均的なグループは自己評価が時間経過
とともに漸増しており、不安感の低い者は自
己評価がより高かった。一方、不安の高い者
は、実習前に自己評価が低下し、実習終了後
上昇する
安傾向と自己評価、実習との関連性が考えら
れた。 

 
③ 授業の成績と自己評価 

教科の成績と自己評価との関連を検討す
るため、各教科（在学生 9 割以上受講科目）
の成績に対して因子分析を行い、「知識の習
得」と「原理の理解」に関連する 2 因子を得
た。両因子間には有意な正の相関が見られた。
入学直後の 1 年生 4 月の時点では「知識の習

一方、「原理の理解」得点の低い者は、実
習体験後に自己評価が上昇し、卒業前には、
中・高得点者に比べて自己評価が有意に高く
なった(図５)。 

すなわち、自己評価の高さが成績のよさと
直接的に関連しているとは言い難いようで
ある。特に、成績の芳しくない学生の中には、
自分自身を過大評価する傾向があり、実習に
よって実際以上に自分が成長したと錯覚し
ている者もいるのではないかと考えられる。
以上の調査結果は、学生自身の自己評価を保
育者としての成長の直接的測度として用い
ることの難しさ、危険性を示唆するものと考
える。 

図５　「原理の理解」群別「保育内容」自己
評価の継時的変化
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図３　状態不安群別「保育内容」自己評価
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自己評価が低いが、その後、有意な差はなく
なる（図４）。 

 
(3) サーモグラフィによる測定 
① 歌唱指導 

眉間部の皮膚温について分析したとこ
ろ、暑耐性が高い者では、開始時に多少の
温度上昇が見られ、以後は変化がなかった。
標準的な者では漸増が見られた。 
一方、耐性値の低い暑がりな者は、新曲

の練習開始時より約 10 分間温度低下が見
られ、以後、回復がみられる。しかし、起
立により、再度、温度低下が生じた。暑耐
性の低い者は、自律系の調節能力が低く、
不安感が高いとされている。今回の歌唱指
導時の結果はこれを裏付けるものとなっ
た。 

② ストーリーテリング発表 
1) 眉間部皮膚温度 開始より 3 分間の眉
間部の平均皮膚温を求め、これをもとに皮
膚温高群、中群、低群に調査対象者を群分
けした。図６は、この群ごとに不安の高さ
（STAI の状態不安不在得点）を図示した
ものである。この結果より、人前で高い不
安感を感じる者には、皮膚温が平均より高
くなる者と低くなる者の２タイプがある
ことが示唆された。皮膚温が低い者は他群
より「くつろいでいる」等の項目得点が低

図４　「知識の習得」群別「保育内容」自己
評価の継

の継時的変化
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かった。一方、皮膚温が高い者は他群より
「神経過敏になっている」の項目得点が高
かった。 
 

 「楽しい」と感じる傾向と寒暑耐性 

の準備
を

項目、不安得点、寒暑
耐

2)
 図７は、暑耐性得点群別に「発表の準備
をするのが楽しいと思いましたか」と「発
表は楽しかったと思う」についての評定値
を図示したものである。耐暑性が高い者は、
発表の準備をするのが楽しく、発表も楽し
かったと感じる傾向がみられた。 
図８は、寒耐性得点群別に「発表
するのが楽しいと思いましたか」と「発

表はうまく出来たと思う」の評定値を図示
したものである。 

さらに、自己評価
性得点について、因子分析を用いて分類

を行ったところ、“自己効力感”、“楽しさ”、
“不安感”、“緊張感”の 4 つの因子が得ら
れた。また、寒耐性値、暑耐性値は、とも
に、“楽しさ”の因子に関連性があるとの
結果が得られた。すなわち、今回のような
人前で発表するといった一種の挑戦を楽

しめるかどうかに自律神経系の反応性の
個体差が関与している可能性が示唆され
たと思われる。 

 

図７　暑耐性尺度得点群別の評定値
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図６　皮膚温度群別の状態不安A尺度得点
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